
12.入力シート間の列単位複写マクロマニュアル 
＜注意＞ 

 １．       には 2022,2019,2016 のいずれかが入ります。 
     には１，２，３のいずれかが入ります。 
       には１，２，３のいずれかが入ります。 
 ２．例えば、      CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 
      において、      が 2016 で    が２の場合には、ファイル 
      2016CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm 
   を表します。 

４．実際のそれぞれの説明では、２０１６版３台の各ファイルを用いて説明していきます。 
 ５．次のファイルにはこの機能はありません。 

ファイル 
CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 
        CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 
  およびファイル 
   CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 
        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 
        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 
   には、入力シートの行数追加・削除に関するマクロ機能はありません。 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 



CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

およびファイル 
平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm 
平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリース版）.xlsm 

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm  
平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリー 

ス版）.xlsm 
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1．ファイル 
CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図１]の画面になります。 

 
[図１] 

 
 

上の[図１]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図２]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 



[図２] 

 
 
更に、上の[図２]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図３]の
画面になります。 
 

[図３] 

 



 

上の[図３]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、



 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図４]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図５]の画面が再び表示されます。 
 
 
 
 
 
 



 [図４] 

 
 

 [図５] 

 
 

上の[図５]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて次
の[６]の画面になります。 



[図６] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
2．ファイル 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図７]の画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 



[図７] 

 
 

上の[図７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図８]の画面になります。 
 

 [図８] 

 



更に、上の[図８]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図９]の
画面になります。 
 

[図９] 

 
 

上の[図９]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 



また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 



そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図１０]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図１１]の画面が再び表示されます。 
 

[図１０] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１] 

 
 

上の[図１１]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[１２]の画面になります。 
 

[図１２] 

 



 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表
における項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
3．ファイル 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図１３]の画面になりま

す。 
 

 [図１３] 

 
 

上の[図１３]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図１４]の画面になります。 
 



 [図１４] 

 
 
更に、上の[図１４]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図１５]
の画面になります。 
 

[図１５] 

 



上の[図１５]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、



 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図１６]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図１７]の画面が再び表示されます。 
 
 
 
 
 
 



[図１６] 

 
 

 [図１７] 

 
 

上の[図１７]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[１８]の画面になります。 



[図１８] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
4．ファイル 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1 試用版.xlsm 



 [図１９] 

 
 

上の[図１９]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図２０]の画面になります。 
 

 [図２０] 

 



更に、上の[図２０]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図２１]
の画面になります。 
 

[図２１] 

 
 

上の[図２１]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 



また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 



そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図２２]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図２３]の画面が再び表示されます。 
 

 [図２２] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図２３] 

 
 

上の[図２３]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[２４]の画面になります。 
 

[図２４] 

 



ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
5．ファイル 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま
す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図２５]の画面になりま

す。 
 

 [図２５] 

 
 

上の[図２５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図２６]の画面になります。 
 



 [図２６] 

 
 
更に、上の[図２６]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図２７]
の画面になります。 
 

[図２７] 

 



 

上の[図２７]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、



 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図２８]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図２９]の画面が再び表示されます。 
 
 
 
 
 
 



 [図２８] 

 
 

 [図２９] 

 
 

上の[図２９]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[３０]の画面になります。 



[図３０] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
6．ファイル 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま
す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図３１]の画面になりま

す。 
 
 
 
 
 



[図３１] 

 
 

上の[図３１]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 
[図３２]の画面になります。 
 

 [図３２] 

 
 



更に、上の[図３２]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図３３]
の画面になります。 
 

[図３３] 

 
 

上の[図３３]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみ

ます。 

次に、 の部分で、複写元の複写

開始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 



また、次に の部分で、複写する

列数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 



そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図３４]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図３５]の画面が再び表示されます。 
 
 

[図３４] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [図３５] 

 
 

上の[図３５]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[３６]の画面になります。 

[図３６] 

 
 



ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
7．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま
す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図３７]の画面になりま

す。 
 

 [図３７] 

 
 

上の[図３７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次
の[図３８]の画面になります。 
 



 [図３８] 

 
 
更に、上の[図３８]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図３９]
の画面になります。 
 

[図３９] 

 



 

上の[図３９]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、



 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図４０]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図４１]の画面が再び表示されます。 
 
 
 
 
 
 



 [図４０] 

 
 

 [図４１] 

 
 

上の[図４１]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[４２]の画面になります。 



[図４２] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
8．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま
す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図４３]の画面になりま

す。 
 
 
 
 
 



[図４３] 

 
 

上の[図４３]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の
[図４４]の画面になります。 
 

 [図４４] 

 



更に、上の[図４４]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図４５]
の画面になります。 
 

[図４５] 

 
 

上の[図４５]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 



また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 
そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 



そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図４６]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図４７]の画面が再び表示されます。 
 

[図４６] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [図４７] 

 
 

上の[図４７]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[４８]の画面になります。 

[図４８] 

 
 



ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
9．ファイル 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm 
調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ    台リリース版サンプル）.xlsm 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm  
調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ    台リリース版 

サンプル）.xlsm  
  の場合： 
 
ファイル「2016 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３台リリース版サン
プル）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図４９]の画面になりま

す。 
 

[図４９] 

 
 

上の[図４９]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次
の[図５０]の画面になります。 



 [図５０] 

 
 
更に、上の[図５０]の画面 
のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図５１]
の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図５１] 

 
 

上の[図５１]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 



そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図５２]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 BA１
（高校入試通知書等作成データー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 BA１」です。）」の第１行から第５列に



複写されます。複写が完了すると[図５３]の画面が再び表示されます。 
 

[図５１] 

 
 

 [図５２] 

 
 



上の[図５２]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 BA1（高校入試通知
書等作成データー）」が表示されて次の[５３]の画面になります。 
 

[図５３] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
10．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  
CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説
明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図５４]の画面になりま

す。 
 



[図５４] 

 
 

上の[図５４]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次
の[図５５]の画面になります。 
 

[図５５] 

 



 
更に、上の[図５５]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図５６]
の画面になります。 
 

[図５６] 

 
 

上の[図５６]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して



としてみます。 

また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 

そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて



 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図５７]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図５８]の画面が再び表示されます。 

[図５７] 

 
 
 
 



 [図５８] 

 
 

上の[図５８]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[５９]の画面になります。 

[図５９] 

 
 



ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
11．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm 
CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  
CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて
説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図６０]の画面になりま

す。 
 

[図６０] 

 
 

上の[図６０]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の
[図６１]の画面になります。 
 



 [図６１] 

 
 
更に、上の[図６１]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図６２]
の画面になります。 
 

[図６２] 

 



 

上の[図６２]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して

としてみます。 

また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 
そして今度は、



 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて

 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図６３]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図６４]の画面が再び表示されます。 
 
 
 
 
 
 



 [図６３] 

 
 

[図６４] 

 
 

上の[図６４]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[６５]の画面になります。 



[図６５] 

 
 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 
 
 
12．ファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm 
CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm  
CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 
 
ファイル「2016CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたし
ます。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図６６]の画面になりま

す。 
 
 
 
 
 



[図６６] 

 
 

上の[図６６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の
[図６７]の画面になります。 
 

 [図６７] 

 



 
更に、上の[図６７]の画面のコマンドボタン 

をクリックすると次の[図６８]
の画面になります。 
 

[図６８] 

 
 

上の[図６８]の画面の におい

て、ドロップダウンリスト の部分

で をクリックして複写元の入力シート選択します。ここでは、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成

データー）」を選択して してみま

す。 

次に、 の部分で、複写元の複写開

始列を入力しますが、ここでは複写開始列を第 1 列として数字「1」を入力して



としてみます。 

また、次に の部分で、複写する列

数を入力しますが、ここでは 5 列複写するために数字「5」入力をして、

としてみます。 

そして更に の部分において、複写

先の入力シートの表における貼り付け先を入力しますが、ここでは貼り付け先の列を第 1 列とするため、数字

「1」を入力して としてみます。 
そして今度は、

 
の部分で複写先の入力シートにチェックを入れて



 
としてみます。 

そして最後にコマンドボタン をクリックすると複写処理が開始されます。 

複写処理が開始されると途中次の[図６９]が表示されて、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ
ー）」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA１」です。）の第１行から第５列が複写先の入力シート「入力 AA2」
の第１行から第５列に複写されます。複写が完了すると[図７０]の画面が再び表示されます。 
 

 [図６９] 

 
 
 



 [図７０] 

 
 

上の[図７０]の画面のコマンドボタン をクリックするとシート「入力 AA2」が表示されて
次の[７１]の画面になります。 
 

[図７１] 

 



 
ただし、複写されるのは表におけるデーターのみで、表の項目は複写されません。この場合、複写先のシートの表に
おける項目は、改めて項目表示入力マクロによって設定する必要があります。 


